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三
国
峠

切
り
崩
し
た
ら
…

イ
ン
フ
ラ
が
今
ほ
ど
整
っ
て
い
な
か
っ
た

時
代
、
冬
の
闘
い
は
過
酷
だ
っ
た
。
そ
こ
に

光
を
当
て
、
太
平
洋
側
と
の
格
差
是
正
を
訴

え
た
の
が
、
本
県
出
身
の
田
中
角
栄
元
首
相

だ
。
「入
門
　
田
中
角
栄
」
（新
潟
日
報
社
編
）

な
ど
に
よ
る
と
、戦
後
の
昭
和
２０
年
代
初
め
、

総
選
挙
に
出
馬
し
た
若
き
日
の

″角
さ
ん
″

は
、
こ
う
演
説
し
た
。

「
三
国
峠
を
切
り
崩
す
。
そ
う
す
れ
ば
季

節
風
は
太
平
洋
側
に
抜
け
て
、
越
後
に
雪
は

降
ら
な
く
な
る
」

群
馬
県
境
の
三
国
峠
を
な
く
そ
う
、
と
い

う
壮
大
な
発
想
。
「出
た
土
で
海
を
埋
め
れ

ば
佐
渡
と
陸
続
き
に
な
る
」
と
も
言

っ
た
と

か
。本

当
に
三
国
峠
を
切
り
崩
せ
な
い
も
の

か
。
ど
ん
な
大
工
事
が
必
要
に
な
る
の
だ
ろ

う
。
天
気
は
変
わ
る
の
か
。

×
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鮮

爽

〓
社
の
福
田
組

（新
潟
市

中
央

区
）

に
お
願
い
す
る
と
、
工
事
内
容
を
試
算
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
あ
く
ま
で

「夢
」

の
話
で
、
現
実
の
計
画
で
は
な
い
点
に
ご
留

意
を
。

県
境
を
ま
た
ぐ

一
地
点
で
あ
る
三
国
峠
だ

け
の
工
事
で
は
、
少
し
心
も
と
な
い
。
そ
こ

で
三
国
峠
か
ら
清
水
峠
ま
で
、
谷
川
岳
な
ど

２
千
崩
近
い
山
が
連
な
る
約
１８
よ
区
間
で
検

．討
し
て
も
ら

っ
た
。

見
積
も
り
に
挑
ん
だ
の
は
、
技
術
部
の
若

手
社
員
５
人
を
中
心
と
す
る
チ
ー
ム
。
他
県

の
山
を
参
考
に
、
海
抜
８
０
０
研
以
上
を
掘

削
す
れ
ば
積
雪
を
抑
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
想
定
し
た
。
掘
削
土
砂
は
９
３
５
億
立

方
研
で
、
デ
ン
カ
ビ

ッ
グ
ス
ワ
ン
４
万
６
７

０
０
個
分
に
当
た
る
量
だ
。

さ
ら
に

「
出
た
土
で
海
を
埋
め
れ
ば
佐
渡

と
陸
続
き
に
な
る
」
と
い
う
演
説
に
つ
い
て

凛
〓
国
鮒
を
助

，

崩
せ
は

、砲

後

に
雪
は
降
ち

な
く
ｔ
る
●

　

鶴
霞
一髯
悔
―

■「角さんの夢」検証

り
。
雪
雲
の
発
達
が
弱
ま
る
こ
と
や
関
東
方

面

へ
の
吹
き
抜
け
で

一
定
程
度
の
減
少
は
あ

り
得
る
も
の
の
、

「小
千
谷
、
小
出
、
六
日

町
並
み
の
降
雪
量
は
維
持
さ
れ
る
」
と
考
え

も
考
察
。
水
深
が
比
較
的
浅
い
柏
崎
市
か
ら

千
よ
超
の
大
渋
滞
が
発
生
し
て
し
ま
う
。
　
　
る
。
　

．　
　
　
　
　
　
　
　
．

佐
渡
市
小
木
の
間
を
埋
め
立
て
る
プ
ラ
ン
を

　

そ
こ
で
使
う
の
が
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー

　

防
災
科
学
技
術
研
究
所

。
雪
氷
防
災
研
究

立
て
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
。地
下
に
掘
っ
た
ト
ン
ネ
ル
内
に
設
置
し
、
セ
ン
タ
ー

（長
岡
市
）
特
任
参
事
の
上
石
勲

ど
う
掘
削
す
る
の
か
。
全
て
爆
破
す
る
場

土
砂
を
運
搬
す
る
。
山
の
掘
削
前
に
ト
ン
ネ

さ
ん
（６３
）も
「雪
は
減
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

合
、
必
要
な
火
薬
は
３
０
０
億

ント
。
長
岡
花

ル
エ
事
を
す
る
た
め
、期
間
は
２０
年
延
び
る
。
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
の
見
解
だ
。

火
の
正
三
尺
玉

（火
薬
量
８０
Ｆ
）
で
３
７
５

　

海
の
埋
め
立
て
な
ど
を
含
め
、
総
工
事
費

上
石
さ
ん
は
、
雪
を

「魔
物
」
と
言
う

一
方

０
億
個
分
に
な
る
。
他
の
手
段
も
併
用
す
る

は
■
４
８
５
兆
円
と
見
込
ん
だ
。
国
家
予
算

で

「共
存
」
の
対
象
と
捉
え
る
。

が
、
基
本
的
に
は
爆
破
で
細
か
く
し
た
土
を

の
１０
倍
超
の
巨
人
事
業
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
確
か
に
雪
解
け
水
が
コ
メ
作
り
を
支
え
、

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
や
ダ
ン
プ
カ
ー
で
運
び
出
す

　

若
き
日
の
田
中
一匹
目
相
が
ぶ
ち
上
げ
た
夢

白
銀
の
山
岳
は
ス
キ
ー
な
ど
の
観
光
資
源
に

方
法
が
メ
イ
ン
に
な
り
そ
う
だ
。
　
　
　
　
　
の
輪
郭
が
、
若
い
技
術
者
た
ち
の
手
で
浮
か

も
な
る
。
た
だ
、
上
石
さ
ん
が
説
く
の
は
直

工
事
期
間
は
■
０
０
年
と
設
定
し
、
現
在

び
上
が

っ
た
。
井
員
さ
ん
は

「計
算
す
る
と

接
の
恩
恵
に
限
ら
な
い
。
今
冬
、
見
ず
知
ら

あ
る
機
材
や
工
法
な
ど
を
検
討
。
リ
ー
ダ
ー
　
（掘
削
土
砂
は
）
実
際
に
佐
渡
ま
で
の
海
を

ず
つ
人
た
ち
が
協
力
し
、
雪
に
は
ま
っ
た
車

の
井
員
武
史
さ
ん
（４２
）
は

「■
０
０
年
間
、
　
埋
め
ら
れ
る
量
だ
っ
た
。
角
栄
さ
ん
の
発
想

を
救
出
す
る
場
面
が
何
度
も
見
ら
れ
た
。
「助

毎
日
工
事
す
る
と
■
日
当
た
り
ど
れ
く
ら
い

は
す
ご
い
」
と
語
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
け
合
い
の
中
で
生
き
て
い
く
。
そ
れ
は
雪
国

掘
削
が
必
要
か
を
計
算
し
た
」
と
説
明
す
る
。　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
．

の
文
化
だ
」
と
上
石
さ
ん
は
訴
え
た
。

は
じ
き
出
し
た
数
字
は
２
５
６
万
立
方

　

雪
は
本
当
に
降
ら
な
く
な
る
の
か
。
新
潟
　
　
　
　
　
　
　
　
（報
道
部

。
高
橋
哲
朗
）

ｙ
。
こ
の
量
を
日
々
掘
削
し
て
は
、
柏
崎
の

大
教
授
の
本
田
明
治
さ
ん
（５４
）
＝
気
象
学
＝

海
ま
で
持

っ
て
い
く
。

１０

ント
ダ
ン
プ
な
ら
■

は

「
三
国
峠
や
周
辺
の
出
が
な
く
な
っ
て
も

日
”
万
合
が
要
る
。
仮
に
用
意
で
き
て
も
２

越
後
の
雪
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
」
と
き
っ
ぱ
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我々が、この世に誕生 して 405歳 のころ、若き日の角さんが

壮大な夢をぶち上げていま した。面白いので読んで ください。

もう超高齢の俺には、夢で も良いか ら〇〇〇〇――――と。

足腰が弱い俺には ? 皆さんは、どうですか 。。・ 。。

三
国
峠
工
事
の
主
な
内
容

長岡花火
=三

尺菫
3750働1偶1分

ビッグスワン建設は
多くて 1日約 800人
トンネルエ事 20年
掘削 100年

13倍

従事作業員 1日 40 万 人

人業量
(土砂全量爆破の場合)

300億 トン

掘削土砂量 935億 ボ

2023

デンカビックスワン
4万,6700籠分

工期    120


